
健康診査等の満たすべき要件を検討する際に踏まえるべき事項（案）
○健康診査等の満たすべき要件を考えるにあたっては、個人の健康増進や疾病予防に
関する科学的知見及び実施主体や国から見た事業としての実施目的を踏まえる必要がある

一般健康診断特定健康診査 学校健診 人間ドック乳幼児健診
妊産婦健診
骨粗鬆症検診 歯周病検診
がん検診 就学時健診 等

要件

個人のスクリーニング
･個人の早期発見･早期治療
･個人の発症予防･重症化予防 等

個人のヘルス･チェックアップ
･個人の健康増進を通じた発症予防
･個人のヘルス･リテラシーの向上 等

科学的
知見を
基盤と
している

事業としての
実施目的が
明確である

※健診・検診の一部では、個人のヘルス・チェックアップ、スクリーニング
に加えて、集団の特性の把握を目的として実施することがある

国の目的
･国民の疾病予防 ･健康寿命の延伸
・社会保障費の適正化 等
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